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Ⅴ お わ り に
今回の研究は音楽コースの学生を対象におこなったため，比較的スムーズに進行し，おおよ
そ筆者の理想とする結果が得られた。学生の取り組みも非常に積極的であった。前述の通り，
本学科の学生は，入学の時点で必要な音楽の知識が十分あるとは言いがたい。保育コース，教
育コースで同様の試みをおこなうと，別な結果が得られたのではないかと予想する。場合によっ
ては，より噛み砕いた説明が必要であろう。2年間の限られた期間で習得するためには，効率
のよい方法を考え，他の講義との横断的な連携が必要である。今回はピアノ実技科目の課題曲
を教材として選択することで，ピアノの演奏にも直接的に役立てられるように配慮した。幸い，
学生は音楽が大好きで，音楽に合わせて踊ったり，表現活動をするのは楽しみつつ学ぶツール
のひとつである。近い将来，保育者としても実践的に役に立つことであろう。今後もさまざま
な表現活動を取り入れ，保育者として必要な音楽の専門的な知識が身につけられる授業の在り
方を研究したい。
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